
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

W 様邸は昨年 11 月に上棟し、今年４月 28 日に完成。 

５月 6 日にお引渡しとなりました。 
シューズインクローク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玄関隣にシューズインクロ

ークを設置。 

リビング 

 

 

 

 

 

 

 

 

天井、床、腰板は杉を使い、

中霧島壁使用で調湿・消臭に

も優れています。 

和室欄間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実家の欄間を再利用しま

した。 

トイレ 

 

 

 

 

 

 

 

階段下の空間を利用したト

イレ手洗い 

階段 

 

 

 

 

 

 

 

芯壁の板倉造りです。芯～芯

910 で す が 広 く な り ま し

た。 

壁ポスト 

 

 

 

 

 

 

 【外側】  【内側】 

玄関壁にポストを設置。 

取り出しはシューズイン

クロークより 

 

 

 

 

島田市 W 様邸 完成見学会を開催しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹木（木）は神なり 木は家庭の守護神なり 

樹木は瞬時も休むことなく、空気（酸素）を供給し続けてい

る。まさに動物の生命を支配する「神的存在」である。 

樹木から木材へと変身しても、ひたすら貢献するだけである。 

この事実を理解し、心から崇拝する木材のプロや科学者がいる

だろうか。 

木は空気や水と同じく、なくてはならないものであるが、身

近な存在なるがゆえにそのありがたさや高度な価値が忘れら

れている。 

 

樹木は自然界にあって、生物が生存できる自然環境を維持す

るため、不可欠な役割を果たしている。伐採され木材となり、

住宅資材となってからの役割は、住宅が構築する家庭環境の安

全性を保つことである。しかも、木材の本質は、単に安全性を

維持するばかりではなく、家族の心身に正しい感化と影響を与

え、安心平和な家庭生活の永続に貢献することである。 

 

木材は生物であり、生き物である。従って生き物を利用する

には、当然、「活かした利用」をしなければならないだろう。

人間も同様に、その特質を活用することによって、より効果的

な役割を果たすことができる。木材利用の基本もまったく同じ

発想である。      

 


